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6（B-program：オンデマンド配信）．抄録集．

3 ○岩坂知治，山田陽介，西田裕一郎，原めぐみ，島ノ江千里，古川拓馬，古賀佳代子，檜垣靖樹，田
中恵太郎：習慣的コーヒー摂取と骨格筋の関連：J-MICC study SAGA．文部科学省科学研究費助
成事業新学術領域研究「学術研究支援基盤形成」コホート・生体試料支援プラットフォーム（Co-
BiA）令和2年度若手支援研究成果発表会（オンライン開催）．2021，2，9（ZOOM）．令和2年
度若手支援研究成果発表会プログラム・抄録集．

4 祖川倫太郎：高齢者における睡眠薬の適正使用を考える－薬剤師の視点から－．福精協筑後ブロッ
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職 名 氏 名 補助金（研究助成）等の名称 種 目 研 究 課 題 等 交付金額
（千円）

教 授 島ノ江千里 科学研究費助成事業 基盤研究C
（代表）

エピゲノムワイド関連分析による疾患
予防のための精神ストレスマーカーの
探索

0
（1409）

教 授 島ノ江千里 科学研究費助成事業 基盤研究C
（代表）

グルココルチコイド代謝酵素を標的と
した疫学的手法による糖尿病の合併症
予防戦略

1，170

教 授 島ノ江千里 科学研究費助成事業 基盤研究B
（分担）

コーヒー飲用と肝機能検査，糖尿病罹
患およびがん罹患に関するメンデルラ
ンダム化解析

130

※（ ）は繰越金で外数

ク薬剤師会第41回研修会．2021，12，4．抄録集．

研究助成等
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